
  

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
令和７年度第１回相模原市津久井地区公民館運営協議会 

事務局 

（担当課） 

生涯学習部津久井中央公民館 

 電話０４２－７８４－３２１１（直通） 

開催日時 令和７年６月４日（水） 午後７時～８時２０分 

開催場所 津久井中央公民館 ３階研修室Ａ・Ｂ 

出 

席 

者 

委 員 １６人（別紙のとおり） 

その他   ４人（緑区役所区政策課、生涯学習課） 

事務局   ４人（館長代理、主事） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部

不可の場合は、 

その理由 

 

会議次第 

１ 開 会 

２ 津久井総合事務所周辺公共施設再整備について 

３ 議 題 

（１） 役員の選出について 

（２） 津久井地区公民館振興計画に見直しについて 

（３） 令和６年度公民館利用状況について 

（４） 令和６年度事業結果について 

（５） 令和７年度事業計画及び予算について 

（６） その他 

５ その他 

６ 閉 会 

 



  

協  議  経  過 

主な内容は次のとおり。 

 

１ 開会 

定刻に会議を開始した。 

今期委嘱状を会長から各委員に手渡し、全員が自己紹介をした。 

 

２ 津久井総合事務所周辺公共施設再整備について 

緑区役所区政策課から事業の目的、経過、対象施設、新施設の規模、導入機能、整備

パターン、事業手法、スケジュールなどの説明がされた。続いて、生涯学習課から諸

室の検討状況の説明がされた。委員からの主な意見・質疑等は次のとおり。 

（委員）PFIをわかりやすく教えてもらいたい。 

（区政策課）PFI 手法とは、民間事業者が資金を出して整備をした後、行政が利用す

るもので、行政が設計、建て方、工法の条件をある程度出し、それに沿って民間事

業者が整備を進める。 

（委員）運営は民間と行政のどちらになるのか。 

（区政策課）市の直営を維持していくかと考えている。 

（委員）総合事務所や保健センターなど一つの建物の中に入る施設のほとんどが行政

機能で、公民館は異色である。民間のノウハウの活用は考えられるが、民間が計画

から建物の整備、運営までやるということではないということか。 

（区政策課）指摘のとおり庁舎が中心で、運営まで任せられる余地がない。イメージ

としては設計から建設、維持管理の部分までかと思っており、運営をどうするか考

えているところである。 

（委員）役所の仕事はほとんど決まっているもので、民間のノウハウを持ってきても

活用できるのか、最終的には施設管理は指定管理者制度になるのではないかなど本

当に心配している。元々無料で使えた施設が有料になり、さらに値上げとなって私

たち利用者が高くて使えないようでは困る。料金面はぜひとも検討していただきた

い。 

（区政策課）利用者の負担が増えないようにすることは一番重要と認識している。建

物の整備方法とは別に、運営の部分もしっかり検討していきたい。 

（委員）整備パターンは１棟建てで決まりか。 

（区政策課）７年度には確定させる。 

（委員）ヒアリングの数が少ない、一般の人の意見がなかなか入りづらいと、ほかの

会議に出たときに指摘を受けたことがある。今後どのように進めていくのかわから

ないが、できるだけ市民意見をもっと聞くようにしても良いと思う。 

（委員）ホールを使う事業を考えている。１０年度もホールは使用できるか。 



  

（区政策課）今は１１年度から解体を始めることを想定している。スケジュールが変

わるようであれば随時周知していきたい。 

（委員）ホールの座席についてだが、ステージ側の椅子は並べるのか。藤野芸術の家

のホールは電動で全席収納できる。同じような設備は高額かと思うが検討している

か。  

（生涯学習課）ホールの椅子の仕様は、まだ全く決まっていない。検討を進めている

ところだが、一部自分たちで出せるようにしておくと、いろいろな組み合わせがで

きるので使いやすいとの声もある。様々勘案して検討していきたい。 

（委員）平土間式だがステージはあるのか。 

（生涯学習課）ステージはある。 

（委員）会議室は定員２０名とのことだが、大人数の会議はできないのか。 

（生涯学習課）会議室以外にも、今の研修室Ａ・Ｂのように間仕切りを可動にして一

体的な利用ができ、会議も行われるような多目的室を検討したい。 

 

３ 議題 

（１）役員の選出について 

委員から事務局一任との意見があり、次のとおり決定した。 

会計：渡辺委員、会計監査：宗像委員 

 

（２） 津久井地区公民館振興計画に見直しについて 

３月の運営協議会後、修正等の意見がなかったため、提案した内容で決定した。 

 

（３） 令和６年度公民館利用状況について 

事務局が次のような説明を行った。 

・利用件数、利用者数ともに２、３年度にはコロナ禍により激減したが４年度以降

戻ってきており、６年度も５年度と同程度の利用があった。 

・青根公民館もコロナの影響は同様に受けたが、５年度に利用件数、利用者数が倍

増しており、６年度もほぼ同じ程度の利用があった。 

・津久井中央公民館ホールは、土・日・休日の利用が５割を超えていた。 

委員からの質問は次のとおり。 

（委員）コマ数とは何を表しているのか。 

（事務局）１日の貸し出しを午前・午後１・午後２・夜間と区切って貸し出しており、

その１単位をコマと言っている。 

（委員）料金区分と同じか。 

（事務局）その通り。 

（４） 令和６年度事業結果について 



  

事務局が次のような説明を行った。 

・６年度は全体で２８事業を実施し、延べ２，９９８人が参加した。 

・青少年指導委員と共催の「つくいっ子お泊り隊」が５年ぶりで事業を知る人が少

ない中での実施だったが、無事に開催することができた。 

・健康づくり普及員と共催の健康ウォーキング、スポーツ推進委員と共催のラジオ

体操など、地域団体との共催事業も継続しており参加者数も安定してきている。 

・青根公民館では健康教室を４回実施するなど毎月事業を実施し、身近な公民館と

して足を運んでもらっている。 

委員からは特に質問はなかった。 

 

（５） 令和７年度事業計画及び予算について 

事務局が次のような説明を行った。 

・７月のスマホ使い方講座、８月の親子工作教室、親子料理教室などを新規事業と

して実施する。 

・４つのコンサートや落語のホール事業で有料化を導入する。 

・音楽をゆったり聴いて貰いたい思いから６月のコンサートは初の夜間開催を行う。 

・青根公民館は、令和６年度に好評だった健康教室を４回から８回に増やし、毎回

内容を変えて定期的に実施する。 

・運営協議会の補助金額は、昨年度と同額の１３３，０００円。 

委員からの質問は次のとおり。 

（委員）ホール事業の入場料はいくらか。 

（事務局）５００円、ワンコインである。 

 

（６） その他 

特になし。 

 

４ その他 

委員から次の質問があった。 

（委員）津久井地区公民館運営協議会の規約はあるか。 

（事務局）公民館条例、公民館条例施行規則により設置しているが、津久井地区公民

館運営協議会の規約はない。 

 

５ 閉会 

 

以 上 

 



  

相模原市津久井地区公民館運営協議会委員出欠席名簿 

 

№ 役 職 氏 名 所  属  等 出欠 

1 会 長 伊藤  守 津久井中央公民館長 出席 

2 副会長 松本 雅之 青根公民館長 出席 

3 委 員 内藤 千春 津久井中央小学校長 出席 

４ 委 員 佐藤 和子 津久井地区子ども会育成連絡協議会 欠席 

５ 委 員 関戸  仁 津久井地区自治会連合会 出席 

６ 委 員 細野 善助 津久井地区老人クラブ連合会 出席 

７ 委 員 柳川 要造 津久井地区社会福祉協議会 出席 

8 委 員 森田 正紀 津久井観光協会 出席 

9 委 員 松井 智子 公民館利用団体 出席 

10 委 員 渡辺 初枝 公民館利用団体 出席 

11 委 員 柳川 太造 学識経験者 出席 

12 委 員 佐藤 秀子 学識経験者 出席 

13 委 員 髙井 登志子 学識経験者 出席 

14 委 員 宗像 喜美一 公募委員 出席 

15 委 員 町田 和子 公募委員 出席 

16 委 員 溝口 健次 スポーツ推進委員連絡協議会津久井地区 出席 

17 委 員 盛島 明美 青少年指導委員連絡協議会津久井地区協議会 欠席 

18 委 員 山品 紀美代 津久井地区健康づくり普及員協議会 出席 

 


